
人
　

見
　

誠
　

治
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
新
聞
人

全

県

少

年

野

球

本
県
の
新
聞
人
で
、
東
京
の
千
鳥
ヶ
淵
に
あ
る
〈
自
由
の
群
像
〉
碑
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
る
栄
誉
に
輝
い
て
い
る
の

は
、
先
に
紹
介
し
た
安
藤
和
風
と
人
見
誠
治
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
安
藤
が
編
集
の
分
野
で
の



活
躍
が
大
き
か
っ
た
の
に
比
し
、
人
見
は
業
務
畑
で
の
活
躍
が
目
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
人
見
誠
治
が
秋
田
市
南
通
（
旧
中
亀
ノ
町
末
丁
）
で
生
ま
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
一
月
十

二
日
で
あ
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
大
変
な
ガ
キ
大
将
だ
っ
た
よ
う
で
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
い
ろ
い
ろ
残
っ
て
い
る
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
秋
田
中
学
を
卒
業
し
た
人
見
は
、
税
務
署
の
書
記
や
県
庁
職
員
を
経
験
し
た
後
、
大
正

十
三
年
に
は
秋
田
市
立
川
尻
小
学
校
の
代
用
教
員
に
な
っ
て
い
る
。

人
見
の
人
生
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
秋
田
魁
新
報
社
に
入
社
し
た
の
は
、
昭
和
二
年
（
一

九
二
七
）
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

人
見
は
、
当
時
、
〈
旭
ク
ラ
ブ
〉
と
い
う
草
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
た
が
、
彼
の
主
導
で
大
正
十
年
八
月
、
第

一
回
全
県
少
年
野
球
大
会
が
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
。
野
球
ブ
ー
ム
は
年
ご
と
に
拡
大
し
、
魁
新
報
社
で
は
、
こ
れ
を

自
社
の
主
催
行
事
と
し
て
運
営
す
べ
く
人
見
を
勧
誘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
は
昭
和
二
年
の
第
七
回
大
会
か
ら
魁
社
の
主
催
と
な
り
、
今
日
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。事

業

家

と

し

て

の

才

覚

さ
て
、
魁
に
入
社
し
た
人
見
は
最
初
、
編
集
局
計
画
部
に
配
属
さ
れ
、
運
動
部
の
記
者
も
兼
ね
る
。
人
見
の
入
社
時

に
専
務
の
職
に
あ
っ
た
安
藤
和
風
は
、
翌
年
、
社
長
に
昇
格
し
て
い
る
。



満
州
事
変
が
勃
発
し
た
の
は
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
だ
が
、
人
見
は
、
満
州
に
出
動
し
た
秋
田
歩
兵
十
七
連
隊
に
従

軍
し
て
渡
満
、
か
の
地
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
送
っ
た
。

人
見
は
昭
和
十
二
年
一
月
の
運
動
部
主
任
を
皮
切
り
に
、
同
年
五
月
計
画
部
主
任
、
十
四
年
三
月
計
画
部
長
兼
地
方

部
長
、
十
五
年
六
月
編
集
発
行
兼
印
刷
人
、
十
七
年
五
月
計
画
部
長
兼
社
会
部
長
、
同
十
二
月
業
務
局
次
長
兼
企
画
部

長
と
順
調
に
社
内
で
の
地
歩
を
築
い
て
い
く
が
、
魁
社
内
に
お
け
る
人
見
の
真
骨
頂
は
、
業
務
局
次
長
昇
格
以
後
の
業

務
畑
に
お
け
る
活
躍
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

当
時
、
太
平
洋
戦
争
二
年
目
を
迎
え
て
、
全
国
の
新
聞
社
は
ど
こ
も
紙
不
足
、
イ
ン
キ
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

人
見
が
業
務
局
次
長
と
な
っ
て
七
ヵ
月
後
の
十
八
年
七
月
に
は
、
第
二
次
新
聞
統
制
で
県
内
紙
は
魁
一
紙
だ
け
と
な

り
、
そ
れ
ま
で
の
大
き
な
活
字
か
ら
偏
平
活
字
の
十
五
段
制
に
記
事
を
詰
め
込
む
よ
う
に
な
る
。

人
見
は
、
車
輛
制
限
で
大
混
雑
す
る
列
車
に
立
ち
っ
放
し
の
ま
ま
東
京
の
王
子
製
紙
へ
と
向
か
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
口

実
を
も
う
け
て
は
配
給
紙
量
を
優
遇
し
て
も
ら
う
と
、
帰
途
は
、
活
字
会
社
や
イ
ン
キ
会
社
に
立
ち
寄
っ
て
、
特
別
の

配
送
を
懇
願
し
て
ま
わ
る
と
い
う
日
々
が
続
い
た
の
で
あ
っ
た
。

終
戦
と
と
も
に
魁
の
社
長
は
井
上
広
居
か
ら
古
村
精
一
郎
、
武
塙
祐
吉
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。
古
村
や
武
塙
が

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
公
職
追
放
に
該
当
し
て
退
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
、
武
塙
の
後
を
受
け
て
社
長
に
就
任
し
た
人
見
は
、
四
十
四
年
に
会
長
職
に
退
く
ま
で
二
十

三
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
近
代
化
を
進
め
る
魁
社
の
最
高
責
任
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
社
長
に
な
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
当
初
は
苦
労
が
絶
え
な
か
っ
た
。
二
十
三
年
後
、
全
社
員
に
対
す
る
社



長
退
任
の
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
、
人
見
は
そ
の
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

私
が
本
社
社
長
に
な
り
ま
し
た
の
は
終
戦
直
後
の
二
十
二
年
の
年
で
、
以
来
二
十
三
年
の
間
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

で
大
過
な
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
数
々
の
思
い
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
困
っ
た
の
は
混
乱
し
た
終

戦
の
と
き
、
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
県
内
の
銀
行
に
は
金
は
な
く
、
県
外
の
銀
行
は
わ
れ

わ
れ
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
非
常
に
困
り
ま
し
た
。
今
だ
か
ら
言
え
ま
す
が
、
月
給
を
な
ん
と
し
て

渡
し
て
よ
い
の
か
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
の
資
で
あ
る
月
給
を
延
ば
し
た
り
、
カ
ッ
ト
す
る
わ
け
に
は
ゆ

か
ず
、
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
払
っ
て
困
難
を
切
り
抜
け
て
き
ま
し
た
。
（
『
秋
田
魁
新
報
社
百
二
十
年
史
』
）

昭
和
二
十
五
年
、
前
年
創
設
し
た
「
夕
刊
秋
田
」
を
合
併
し
て
朝
・
夕
刊
体
制
を
復
活
し
た
人
見
は
、
さ
ら
に
、
ふ

り
が
な
付
き
活
字
か
ら
新
活
字
を
採
用
し
て
紙
面
記
事
を
十
五
字
詰
め
十
五
段
制
と
し
、
翌
二
十
六
年
に
は
、
東
北
地

方
で
最
初
の
写
真
電
信
送
受
信
装
置
を
整
備
す
る
。

そ
の
後
も
、
昭
和
三
十
年
の
高
速
輪
転
機
増
設
、三
十
三
年
の
全
面
多
色
刷
り
超
高
速
輪
転
機
第
二
号
機
増
設
な
ど
、

人
見
の
近
代
化
は
、
新
聞
の
増
ペ
ー
ジ
対
策
と
し
て
休
み
な
く
継
続
さ
れ
た
。

一
方
で
は
、
二
十
三
年
か
ら
毎
年
つ
づ
け
て
絵
画
展
を
開
催
し
て
文
化
事
業
に
も
精
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
ま
ず

最
初
が
秋
田
蘭
画
展
、
翌
年
が
寺
崎
広
業
名
作
展
、
さ
ら
に
平
福
穂
庵
名
作
展
、
平
福
百
穂
名
作
展
と
つ
づ
け
、
二
十

七
年
に
は
二
科
美
術
展
を
大
々
的
に
敢
行
し
て
い
る
。



そ
の
他
、
秋
田
県
初
の
観
光
三
十
景
を
選
定
し
た
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ま
せ
る
魁
動
物
園
な
ど
も
開
催

し
た
り
し
た
。

し
か
し
、
人
見
の
事
業
的
才
覚
を
も
っ
と
も
如
実
に
示
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
の
ラ
ジ
オ
東
北
（
現
秋
田
放
送
）

開
局
前
後
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
の
春
、
郵
政
大
臣
が
全
国
に
民
間
ラ
ジ
オ
放
送
の
周
波
数
を
発
表
す
る
と
、
人
見
は
い
ち
早
く
新
設
を
決
意

し
た
。
倉
田
儀
一
編
集
局
次
長
の
出
向
に
よ
る
主
幹
を
内
定
す
る
と
、
迅
速
果
敢
に
県
、
自
治
体
、
経
済
界
等
の
同
意

を
得
て
十
月
一
日
か
ら
本
放
送
に
こ
ぎ
つ
け
、
み
ず
か
ら
が
社
長
の
席
に
着
い
て
新
規
事
業
を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

人

見

ス

ポ

ー

ツ

賞

秋
田
魁
新
報
の
歴
代
社
長
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
任
期
が
長
く
、
戦
中
、
戦
後
の
厳
し
く
困
難
な
時
代
に
魁
紙
の
基

盤
固
め
と
近
代
化
を
な
し
遂
げ
、
中
堅
地
方
紙
と
し
て
の
名
声
を
高
め
た
人
見
の
功
績
は
ま
こ
と
に
大
な
る
も
の
が
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
の
分
野
で
も
重
要
な
仕
事
を
数
多
く
手
掛
け
て
い
る
の
で
、
箇
条
書
き
的
に
紹
介
し
て
み
た
い
。

人
見
は
、
魁
の
常
務
時
代
に
県
野
球
協
会
会
長
を
務
め
、
地
方
新
聞
総
連
盟
理
事
に
も
な
っ
て
い
た
が
、
社
長
就
任

後
、
日
本
新
聞
協
会
理
事
に
推
さ
れ
、
二
十
三
年
に
は
、
公
選
制
の
県
教
育
委
員
に
立
候
補
し
て
当
選
、
二
十
四
年
県

華
道
連
盟
を
創
設
し
て
会
長
に
就
任
、
二
十
五
年
県
体
育
協
会
会
長
、
全
国
地
方
新
聞
経
営
者
協
議
会
会
長
、
日
本
国
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際
連
合
協
会
秋
田
県
本
部
長
、
ニ
十
七
年
財
団
法
人

共
同
通
信
社
理
事
、
県
育
英
会
理
事
長
、
三
十
年
日

本
新
聞
協
会
常
任
理
事
、
三
十
五
年
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
秋
田
連
盟
長
、
三
十
六
年
日
本
体
育
協
会
常
任
理

事
な
ど
の
要
職
に
就
い
て
い
る
。

中
で
も
、
昭
和
三
十
六
年
に
誘
致
し
た
秋
田
国
体

成
功
の
た
め
に
尽
く
し
た
多
大
の
功
績
や
、
県
内
の

野
球
発
展
の
た
め
に
残
し
た
大
き
な
足
跡
は
特
筆
に

値
し
、
秋
田
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
献
身
し
た

人
見
を
象
徴
す
る
業
績
と
し
て
長
く
記
憶
さ
れ
る
に

違
い
な
い
。

た
だ
、
二
十
八
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
出
馬
し

て
落
選
し
た
折
に
は
、
慰
労
に
訪
れ
た
社
員
に
対
し

て
、
「
お
れ
も
い
い
気
に
な
っ
て
い
た
な
」
と
述
懐

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

人
見
の
人
生
に
は
琴
夫
人
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
琴
夫
人
に
よ
れ
ば
、
人
見
は



ず
い
ぶ
ん
潔
癖
症
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
時
期
は
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
酒
精
綿
を
持
ち
歩
い
て
い
た
ほ
ど
だ
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
人
見
は
、
社
員
が
自
宅
を
訪
れ
る
と
、
終
始
に
こ
や
か
に
応
対
す
る
が
、
出
社
す
る
と
一
変
し
て
表
情
は
厳

し
く
な
り
、
社
員
を
叱
正
す
る
時
は
、
周
囲
に
他
の
社
員
が
い
て
も
い
な
く
て
も
大
声
で
叱
り
飛
ば
し
た
と
い
う
。
公

私
の
区
別
を
き
ち
ん
と
す
る
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

魁
の
社
長
を
退
く
こ
ろ
か
ら
体
調
は
あ
ま
り
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
つ
い
に
昭
和
五
十
三
年
一
月
十
六
日
、

入
院
先
の
県
立
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー
で
永
遠
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
八
十
歳
で
あ
っ
た
。

人
見
の
没
後
、
琴
夫
人
は
故
人
の
遺
志
を
継
い
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
と
秋
田
県
体
育
協
会
に
一
億
円
を
寄

付
、
県
体
協
は
昭
和
五
十
三
年
〈
人
見
ス
ポ
ー
ツ
賞
〉
、
同
五
十
四
年
に
は
〈
人
見
ス
ポ
ー
ツ
障
害
基
金
〉
を
創
設
、

人
見
は
今
も
本
県
ス
ポ
ー
ツ
界
に
多
大
の
貢
献
を
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

琴
夫
人
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
九
日
に
逝
去
し
た
が
、
「
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
い
う
夫
人
の
遺
言

に
し
た
が
っ
て
、
遺
産
一
億
二
千
八
百
万
円
が
秋
田
市
に
寄
付
さ
れ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

人
見
に
は
、
生
前
か
ら
没
後
に
か
け
て
、
秋
田
県
文
化
功
労
賞
、
藍
綬
褒
章
、
勲
三
等
瑞
宝
章
、
従
四
位
勲
三
等
旭

日
中
綬
章
な
ど
が
授
与
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
、
電
通
主
催
の
第
六
回
マ
ス
コ
ミ
功
労
者
（
新
聞
人
）

と
し
て
顕
彰
さ
れ
、
東
京
千
鳥
ヶ
淵
公
園
に
あ
る
〈
自
由
の
群
像
〉
記
念
碑
に
そ
の
名
が
刻
さ
れ
た
。
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